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市 民 会 館 跡 地 エ リ ア 整 備 プロジェクト

オンライン シンポジウム

申込期限

7/10（金）

裏面記載の URL から

お申込みください

日７/12令和

２年

福岡 洋一
（茨木市長）

13:30 ～ 16:00

建山 和由
（立命館大学教授）

久 隆浩
（近畿大学教授）

山崎 亮
（studio-L）

伊東 豊雄
（伊東豊雄建築設計事務所）

登壇者

茨木市
主催

竹中工務店・伊東豊雄建築設計事務所共同企業体



伊東 豊雄（伊東豊雄建築設計事務所）

1941 年生まれ。65 年東京大学工学部建築学科卒業。

主な作品に、「せんだいメディアテーク」、「多摩美術

大学図書館（八王子）」、「みんなの森 ぎふメディアコ

スモス」、「台中国家歌劇院（台湾）」など。

問合せ先

茨木市   企画財政部   市民会館跡地活用推進課

☎  072・655・2757　atochi@city.ibaraki.lg.jp

申し込みサイト（Peatix）

から参加申し込み

（お名前、メールアドレス）

申し込みいただいたメールアドレスにシンポジウ

ムの URL をお送りします。

シンポジウム当日は YouTube でライブ配信します。

令和 5 年度の竣工をめざしている広場と新施設。このエ

リアは、みんなが考え、使い、つくりあげていく「育て

る広場」がキーコンセプトです。一人ひとりの想いや活

動が新しい跡地エリアを創造します。市民の皆さんと一

緒に「みんなで育てる」新しい茨木市のシンボルづくり

に向けて、市民会館跡地エリア整備の設計コンセプトを

知り、そこから生まれる交流やにぎわいづくりについて

一緒に考えてみませんか。

  設計案の説明

伊東豊雄さんから設計のコンセプトなどを説明します。

  セッション１

市民会館跡地エリア整備の設計コンセプトについて。

広場と新施設をみんなが考え、使い、つくりあげて

いけるようにするために必要なことを建築的な視点

から考えます。

  セッション 2

用事がなくてもちょっと行ってみたくなる、人々が

集い、楽しく過ごせる空間を、市民のみなさんと一

緒にどのようにつくっていったらよいのかを考えます。

新型コロナウイルス感染症対策のため、本シンポジウムは

YouTube をつかったオンライン配信となります。

後日、録画した映像も配信します。
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福岡 洋一（茨木市長）

1975 年生まれ、茨木市出身。平成 28 年４月に茨木

市長に就任し現在２期目。生まれ育った茨木市のさ

らなる発展のため、「安全・安心」「豊かさ・幸せ」

を実感できる「次なる茨木」を目指し全力で取り組む。

多様な機能が溶けあい、いきいきとした相乗効果を生みだ

します。
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溶けあい、いきいきとした相乗効果を生みだ

フライタワー

各階の読書スポット

多目的室多目的室多目的室

市民活動市民活動

多目的ホール多目的ホール

２F
子育て世代包括支援センター

３F
大ホール舞台・楽屋
リハーサル室
多目的室(音楽系)

M２F
施設管理事務室・駐輪場

１F
多目的ホール
屋内遊び場・一時保育
カフェ・エントランス広場

６F
図書館

７F
多目的室(会議系)
プラネタリウム
市民活動センター

５F
図書館
大ホール2階席

４F
大ホール1階席・ホワイエ
カフェラウンジ

４F
大ホーールルル1階階階席席席・ホホホホワワワイエ大ホ ルルル1階階階席席席 ホホホホワワワイエ
カフェララウウウンジジジジ

ルルルルルルルルルルルルル

３F

カフ ララウウウ ジジジジ

。

ルホールルホホーホホーー的ホ的ホ的ホ目的目的ホ目的ホホホホホ ルル目的ホ的ホホホホホ的的目 ーーーーーーーーーーーーホ的目的的的目的ホール

２F
子育て世世代代代代代包括括括括支援援援セセンターー

３F
大ホーールルル舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞台舞台・・楽楽屋屋屋屋屋屋屋屋
リハーーササルルルルルル室
多目的的室室(音音音音楽系系系)

M２FF
施設管理理事事事事事務室室室室・駐駐駐輪輪場

１F
多目的ホホーーールール
屋内遊びび場場場場・一一一時保保保育育
カフェ・エエエントトランントトランンス 場場ススス 場ス広場場場ス 場場

記憶の森記憶の森記憶の森

感動する感動する

触れる触れる

考える考える

学ぶ学ぶ

つながるつながる

交流する交流する

楽しむ楽しむ

知る知る

つくるつくる

育む育む

遊ぶ遊ぶ

吹き抜け・動線・読書スポット
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カフェラウンジカフェラウンジ

※敬称略

山崎 亮（studio-L）

1973 年愛知県生まれ。大阪府立大学大学院および東

京大学大学院修了。博士（工学）。建築・ランドスケー

プ設計事務所を経て、2005 年に studio-L を設立。

地域の課題を地域に住む人たちが解決するためのコ

ミュニティデザインに携わる。

建山 和由（立命館大学教授）

立命館大学理工学部教授、工学博士。研究分野は「安

全な社会基盤整備のための親環境型建設保全技術の

開発」。茨木市の都市計画審議会会長のほか、当事業

においては、検討委員会及び事業者選定委員会の副

委員長を歴任。

久 隆浩（近畿大学教授）

近畿大学総合社会学部教授、工学博士。研究分野は

都市・まちづくり、環境デザイン、市民活動。茨木

市の都市計画審議会会長、総合計画審議会会長のほ

か、当事業においては、検討委員会及び事業者選定

委員会の委員長を歴任。

https://peatix.com/event/1532974


